
 
 

 

13cm・2.5葉・3～4本/株

出穂期葉色目安:SPAD値40(葉色板：5)程度

◎
土
づ
く
り

　
・
秋
起
こ
し
に
よ
る
稲
わ
ら
の
腐
熟
促
進

　
・
土
壌
改
良
材
の
施
用
、

堆
肥
等
の
有
機
物
施
用
に
よ
る
土
づ
く
り

　　
・
仕
上
水
分
十
五
％

　
・
調
製
は
ラ
イ
ス
グ
レ
ー

ダ
ー

網
目
一
.

九
ミ
リ

◎
適
期
刈
取
り
の
実
施

　
・
青
味
籾
率
（

一
〇
～

一
五
％
）

　
・
積
算
温
度
（

九
〇
〇
～

一
０
〇
〇
℃
程
度
）

◎
適
切
な
乾
燥
調
製
の
実
施

◎
早
期
に
完
全
落
水
し
な
い
こ
と

　
・
出
穂
後
二
０
日
頃
ま
で
は
間
断
か
ん
水
を
続
け
る

　
・
カ
メ
ム
シ
防
除
一
回
目
（

穂
揃
い
期
三
日
後
頃
）

　
・
カ
メ
ム
シ
防
除
二
回
目
（

一
回
目
の
一
〇
日
後
頃
）

　
・
紋
枯
病
防
除
（

穂
ば
ら
み
期
）

　
・
穂
い
も
ち
防
除
（

出
穂
前
二
～

三
日
）

◎
仕
上
げ
防
除
を
徹
底

　
　
　
・
窒
素
成
分
　
二
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に

　
　
　
　
・
施
用
時
期
 
一
回
目
の
一
〇
日
後
（

出
穂
前
一
五
～

一
〇
日
頃
）

◎
穂
肥
の
適
期
適
量
施
肥
を
心
が
け
る

　
　
　
・
窒
素
成
分
　
二
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に

　
　
　
　
・
施
用
時
期
 
出
穂
前
二
五
～

二
〇
日
頃
（

幼
穂
長
一
～

三
㎜
程
度
）

　
・
水
管
理
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
う

◎
軽
め
の
中
干
し
の
実
施

　
・
茎
数
が
株
当
た
り
二
〇
本
程
度
に
な
っ

た
ら
開
始

　
・
根
の
健
全
化
、

無
効
分
げ
つ
の
発
生
防
止

◎
活
着
後
は
早
め
か
ら
間
断
か
ん
水
を
開
始

　
・
分
げ
つ
の
発
生
促
進

　
・
ガ
ス
抜
き
と
新
根
の
発
生
を
促
す

◎
作
溝
の
実
施

　
・
低
温
や
強
風
時
は
深
水
管
理

◎
除
草
剤
の
適
期
散
布

　
・
雑
草
の
発
生
状
況
等
を
み
て
適
期
に
除
草
剤
を
散
布

　
・
植
え
付
け
時
期
　
四
月
下
～

五
月
上
旬
頃

　
・
一
株
植
え
付
け
本
数
　
三
～

五
本

　
　
【

植
え
付
け
株
数
六
〇
株
／
坪
（

株
間
十
八
㎝
・
条
間
三
〇
㎝
）
】

◎
水
管
理
に
よ
る
初
期
生
育
の
促
進

主
な
管
理
作
業
の
内
容

17～18本/株 20～23本/株 稈長75cm・穂長20cm・穂数17～18本/株(320本/㎡)

水
管
理

主
な
作
業

浸種水温は12～13℃ 植付は株間18cm条間30cmが基本 適切な水管理で生育促進 防除の徹底 適期刈取

◎
基
肥
の
施
用

　
・
窒
素
成
分
　
三
～

四
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に

　
・
基
肥
一
発
施
肥
は
窒
素
八
㎏
/
一
〇
a
程
度
を
目
安
に

◎
穂
数
確
保
の
た
め
栽
植
密
度
は
六
〇
株
／
坪
が
目
安

◎
健
康
な
苗
づ
く
り

生
育
ス
テ
ー

ジ
種子予措 育苗 活着 有効分げつ 無効分げつ 幼穂形成・穂ばらみ 登熟

中旬 下旬 上旬 中旬中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬日 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬

23.4 600

（株間18cm）

97 30,880 83

９　月

下旬下旬 上旬

月 ３　月 ４　月 ５　月 ６　月 ７　月

18.5 17.3 320

８　月

島根県農業技術センター

「 つ き あ か り 」 栽 培 ご よ み

㎡当植付株数 １株穂数 ㎡当穂数 １穂籾数 ㎡当籾数 登熟歩合 玄米千粒重 収量(精玄米）

株/㎡ 本/株 本/㎡ 粒/穂 粒/㎡ ％ ｇ kg/10a

　
・
浸
種
時
間
は
積
算
温
度
一
〇
〇
℃
を
目
安
と
す
る

　
・
乾
籾
一
二
〇
～

一
四
〇
ｇ
/
箱
程
度
の
播
種
量

　
・
出
芽
時
の
育
苗
器
等
の
温
度
管
理
（

三
〇
℃
二
日
間
）

　
・
育
苗
期
間
の
温
度
管
理
、

か
ん
水
に
注
意
す
る

　
・
浅
水
管
理
に
よ
り
地
温
を
高
く
維
持

① 育苗期間は比較的低温の時期となるが、芽が伸びやすい特性があるため、育苗時の温度管理には注意する。
② 倒伏しやすい特徴があるため、適切な肥培管理を行う（窒素施肥量は8kg/10程度とする）。
③ 穂数が確保しにくい品種であるため、茎数確保のため疎植や過度な中干しはしない。
④ 出穂が早くカメムシ被害等を受けやすいため、出穂後の基幹防除を徹底する。
⑤ 早刈は青未熟粒の増加、刈り遅れは胴割米が発生するため、適期刈り取りに留意する。

湛水管理走水

栽培上の注意点

出

芽

期

緑

化

期

硬

化

期

分

げ

つ

期

幼

穂

形

成

期

土

づ

く

り

播

種

育

苗

基

肥

育

苗

箱

施

薬

病

害

防

除

田

植

活

着

期

除

草

剤

散

布

湛水管理 軽い中干し

作

溝

中

干

し

穂

肥

①

間断かん水

最

高

分

げ

つ

期

有

効

分

げ

つ

終

止

期

落

水

収

穫

乾

燥

調

製

間断かん水 落 水

◇生育・収量目標と収量構成要素

播

種

期

出

穂

期

田

植

期

成

熟

期

穂

肥

②

虫

害

防

除

①

虫

害

防

除

②

茎
数
確
保
の
た
め

疎
植
に
は
し
な
い
！

茎
数
確
保
の
た
め

過
度
な
中
干
し
は

し
な
い
！

早
刈
り
ま
た
は
刈
り
遅
れ
に

な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
！

大
粒
の
た
め

播
種
量
に
注
意

飽水管理

一
回
目

二
回
目

【注意！】

積み重ね出芽時に高温条件

に長時間置くと、ここの部

分（メソコチル）が伸長し、

根張りが悪くマットが崩れ

やすくなり、移植時に欠株

が生じやすくなる。

倒伏注意！倒
伏
防
止
の
た
め

地
力
に
応
じ
て

施
肥
量
を
加
減
す
る

総窒素施肥量：７～８ kg/10a

基肥：３～４ kg/10a

穂肥： ４ kg/10a

（2kg/10a×２回）

基肥一発： ８kg/10a程度

窒素施肥量
（地力によって加減する）
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■収量と収量構成要素の目標値

 
 

 

12cm・2.5葉・3～4本/株 18～19本/株 穂数18～19本/株

浸種水温は10～15℃ 適切な水管理で生育促進 防除の徹底 適期刈取

　
・
一
株
植
え
付
け
本
数
　
三
～

四
本

　
・
植
え
付
け
株
間
は
一
八
㎝

育苗播種種子予措

　
・
堆
肥
等
の
有
機
物
施
用
、

土
づ
く
り
肥
料
の
施
用

　
・
深
耕
（

三
c
m
深
く
起
こ
す
）

◎
仕
上
げ
防
除
を
徹
底
！

　
・
カ
メ
ム
シ
防
除
一
回
目
（

穂
揃
い
期
三
日
後
頃
）

◎
穂
肥
の
時
期
と
量
は
イ
ネ
の
生
育
に
よ
り
調
整

　
・
急
激
な
乾
燥
は
避
け
、

ゆ
っ

く
り
乾
燥
さ
せ
る
こ
と

◎
早
期
に
完
全
落
水
し
な
い
こ
と
！

　
・
出
穂
後
二
五
日
頃
ま
で
は
間
断
か
ん
水
を
続
け
る

　
・
登
熟
を
促
進

　
・
カ
メ
ム
シ
防
除
二
回
目
（

一
回
目
の
一
〇
日
後
頃
）

◎
除
草
剤
の
適
期
散
布

　
・
雑
草
の
発
生
状
況
等
を
み
て
、

適
期
に
除
草
剤
を
散
布

◎
活
着
後
は
早
め
か
ら
間
断
か
ん
水
を
開
始

　
・
分
げ
つ
の
発
生
促
進

　
・
根
の
健
全
化
、

過
剰
分
げ
つ
の
抑
制

５ 月 下 旬 田 植 え 「 コ シ ヒ カ リ 」 栽 培 暦

栽埴密度 最高茎数 穂数

株/㎡ 本/㎡ 本/㎡

18.5 420 350

　無効分げつの少ない、すっきりしたイネづくりで乳白粒の発生を抑
え、良質・良食味米をつくる

■ねらい

80 28,000

月

日

生
育
ス
テ
ー

ジ

水
管
理

主
な
作
業

主
な
管
理
作
業
の
内
容

　
・
ガ
ス
抜
き
と
新
根
の
発
生
を
促
す

◎
水
管
理
に
よ
る
初
期
生
育
の
促
進

　
・
浅
水
管
理
に
よ
り
地
温
を
高
く
維
持

　
・
低
温
や
強
風
時
は
深
水
管
理

５　月

◎
土
づ
く
り
を
心
が
け
る

◎
健
康
な
苗
づ
く
り

　
・
種
子
消
毒
剤
ま
た
は
温
湯
消
毒
に
よ
る
種
子
消
毒
を
行
う

　
・
浸
種
時
間
は
積
算
温
度
一
〇
〇
℃
を
目
安
と
す
る

　
・
乾
籾
一
〇
〇
～

一
二
〇
ｇ
/
箱
の
薄
ま
き

　
・
育
苗
期
間
の
温
度
管
理
、

か
ん
水
に
注
意
す
る

◎
基
肥
は
土
壌
類
型
と
肥
沃
度
に
よ
り
調
整

　
・
窒
素
成
分
は
一
・
五
～

二
㎏
/
一
〇
a
程
度

◎
植
付
け
は
適
正
に
！

粒/穂

一穂籾数 籾数

粒/㎡

登熟歩合

％

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬

４　月 ６　月

◎
適
期
刈
取
り
の
実
施

　
・
青
味
籾
率
　
（

一
〇
～

一
五
％
）

　
・
適
正
な
乾
燥
（

水
分
一
四
～

一
五
％
）

◎
適
切
な
乾
燥
調
製
を
行
う
こ
と

　
・
調
製
は
ラ
イ
ス
グ
レ
ー

ダ
ー

網
目
一
.

九
m
m
使
用

玄米千粒重

ｇ

上旬 中旬

１０　月

83 22.0

10a収量

kg/10a

510

７　月 ８　月

登熟幼穂形成・穂ばらみ無効分げつ有効分げつ活着

上旬 中旬

９　月

調製・出荷

下旬下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

◎
作
溝
の
設
置

　
・
水
管
理
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
う

◎
中
干
し
の
実
施

　
・
紋
枯
病
防
除
（

穂
ば
ら
み
期
）

　
・
穂
い
も
ち
防
除
（

出
穂
前
二
～

三
日
）

　
・
茎
数
が
株
当
た
り
一
八
～

一
九
本
に
な
っ

た
ら
開
始

一
回
目

・
窒
素
成
分
　
一
・
五
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に

・
施
用
時
期
 
出
穂
前
二
〇
～

一
八
日
頃

二
回
目

・
窒
素
成
分
　
一
・
〇
㎏
/
一
〇
a

・
施
用
時
期
 
出
穂
前
一
五
～

一
〇
日
頃

湛水管理走水

出

芽

期

緑

化

期

硬

化

期

分

げ

つ

期

幼

穂

形

成

期

土

づ

く

り

播

種

育

苗

基

肥

育

苗

箱

施

薬

病

害

防

除

田

植

活

着

期

除

草

剤

散

布

湛水管理

作

溝

中

干

し

穂

肥

①

間断かん水

最

高

分

げ

つ

期

有

効

分

げ

つ

終

止

期

落

水

収

穫

乾

燥

調

製

間断かん水 落 水

播

種

期

出

穂

期

田

植

期

成

熟

期

穂

肥

②

害

虫

防

除

①

害

虫

防

除

②

中干し

適
度
な
間
断
か
ん
水
で

根
の
健
全
化
を
図
る
！
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玄米千粒重 収量(精玄米）

本/㎡ 粒/穂 ％ ｇ kg/10a

㎡当たり籾数

粒/㎡

㎡当たり植付株数 １株穂数 ㎡当たり穂数 １穂籾数 登熟歩合

18.5 18.9 350 80 82 23.028,000 525

株/㎡ 本/株

月 ３　月 ４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月

日 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

生
育
ス
テ
ー

ジ

水
管
理

主
な
作
業

主
な
管
理
作
業
の
内
容

◎

土

づ

く

り

を

心

が

け

る

　

・

堆

肥

等

の

有

機

物

施

用

に

よ

る

土

づ

く

り

を

徹

底

す

る

◎

健

康

な

苗

づ

く

り

　

・

種

子

消

毒

剤

ま

た

は

温

湯

消

毒

に

よ

る

種

子

消

毒

を

行

う

　

・

浸

種

時

間

は

積

算

温

度

一

〇

〇

℃

を

目

安

と

す

る

　

・

乾

籾

一

二

〇

ｇ

/

箱

の

薄

ま

き

に

努

め

る

　

・

育

苗

期

間

の

温

度

管

理
、

か

ん

水

に

注

意

す

る

◎

基

肥

の

施

用

　

・

窒

素

成

分

　

三

㎏

/

一

〇

a

を

目

安

に

　

 

 

地

力

の

低

い

ほ

場

で

は

窒

素

成

分

一

㎏

/

一

〇

a

程

度

増

施

し

　

 

 

地

力

の

高

い

ほ

場

で

は

窒

素

成

分

一

㎏

/

一

〇

a

程

度

減

肥

す

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

特

栽

基

準

に

注

意

！
）

◎

植

付

け

は

適

正

に

！

　

・

植

え

付

け

時

期

　

五

月

上
～

下

旬

頃

　

・

一

株

植

え

付

け

本

数

　

三
～

四

本

　

・

植

え

付

け

株

数

六

十

株

／

坪
（

株

間

十

八

㎝

・

条

間

三

〇

㎝
）

◎

水

管

理

に

よ

る

初

期

生

育

の

促

進

　

・

浅

水

管

理

に

よ

り

地

温

を

高

く

維

持

　

・

低

温

や

強

風

時

は

深

水

管

理

◎

除

草

剤

の

適

期

散

布

　

・

雑

草

の

発

生

状

況

等

を

み

て
、

適

期

に

除

草

剤

を

散

布

◎

活

着

後

は

早

め

か

ら

間

断

か

ん

水

を

開

始

　

・

分

げ

つ

の

発

生

促

進

　

・

ガ

ス

抜

き

と

新

根

の

発

生

を

促

す

◎

作

溝

の

設

置

　

・

水

管

理

を

効

率

的

か

つ

効

果

的

に

行

う

◎

中

干

し

の

実

施

　

・

茎

数

が

株

当

た

り

二

十

本

程

度

に

な
っ

た

ら

開

始

　

・

根

の

健

全

化
、

無

効

分

げ

つ

の

発

生

防

止

◎

穂

肥

の

適

期

適

量

施

肥

を

心

が

け

る

　

・

窒

素

成

分

　

二

・

0

㎏

/

一

〇

a

を

目

安

に

　

・

施

用

時

期

　

　

出

穂

前

二

五

日

頃

　

　

　

　

　

　

　

　

幼

穂

長

　

一

㎜

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

特

栽

基

準

に

注

意

！
）

◎

仕

上

げ

防

除

を

徹

底

！

　

・

穂

揃

い

期

３

日

後

頃

◎

早

期

に

完

全

落

水

し

な

い

こ

と

！

　

・

出

穂

後

二

五

日

頃

ま

で

は

間

断

か

ん

水

を

続

け

る

　

・

登

熟

を

促

進

◎

適

期

刈

取

り

の

実

施

「 つ や 姫 」 栽 培 ご よ み （ 特 別 栽 培 基 準 ）

　

主
な
病
害
虫

・
雑
草
防
除

　

・

青

味

籾

率

　

一

〇
～

一

五

％

◎

適

切

な

乾

燥

調

製

を

行

う

こ

と

■化学肥料
総窒素施用量（施肥の目安 ５．０ｋｇ／10a）のうち

化学肥料の窒素成分量の合計 ４ｋｇ／10a以下

■化学合成農薬
節減対象農薬使用回数（成分） １０回以下

①高温登熟性に優れ、高品質である
②食味が良い
③短稈で倒伏に強い
④葉が直立し受光体勢が良い

湛水管理走水

主な品種特性 特別栽培基準

出

芽

期

緑

化

期

硬

化

期

分

げ

つ

期

幼

穂

形

成

期

土

づ

く

り

播

種

育

苗

基

肥

育

苗

箱

施

薬

仕

上

げ

防

除

間断かん水

田

植

活

着

期

除

草

剤

散

布

湛水管理 作溝 中干し

作

溝

中

干

し

穂

肥

間断かん水

成

熟

期

最

高

分

げ

つ

期

有

効

分

げ

つ

終

止

期

田

植

期

落

水

収

穫

乾

燥

調

製

ば
か
苗
病
等

も
み
枯
細
菌
病

い
も
ち
病

◎
種
子
消
毒

ム
レ
苗
防
止

苗
立
枯
病

◎
苗
立
枯
病
防
除

ウ
ン
カ
類
等

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

い
も
ち
病

◎
育
苗
箱
施
薬

そ
の
他
水
田
雑
草
等

ヒ
エ

◎
除
草
剤
散
布

出

穂

期

間断かん水 落 水

ウ
ン
カ
類
等

カ
メ
ム
シ

穂
い
も
ち

◎
仕
上
げ
防
除

◇生育・収量目標と収量構成要素
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12cm・2.5葉・3～4本/株 21～23本/株

浸種水温は10～15℃ 適切な水管理で生育促進 幼穂形成期の葉色は38以上(SPAD値) 防除の徹底 適期刈取

「 き ぬ む す め 」 栽 培 暦

植付株間・栽植密度 １株穂数 ㎡当穂数 １穂籾数 ㎡当籾数 登熟歩合 玄米千粒重 収量(精玄米）

cm・株/㎡ 本/株 本/㎡ 粒/穂 粒/㎡ ％ ｇ kg/10a

22.622.0 600

種子予措 播種 育苗 活着 有効分げつ 無効分げつ 幼穂形成・穂ばらみ 登熟 調製・出荷

30～32本/株 　　　　　　　　　　　稈長80cm・穂長20cm・穂数21～23本/株(350本/㎡)

月

日

生
育
ス
テ
ー

ジ

水
管
理

主
な
作
業

主
な
管
理
作
業
の
内
容

◎
土
づ
く
り
を
心
が
け
る

◎
健
康
な
苗
づ
く
り

　
・
種
子
消
毒
剤
ま
た
は
温
湯
消
毒
に
よ
る
種
子
消
毒
を
行
う

　
・
浸
種
時
間
は
積
算
温
度
六
〇
～

八
〇
℃
を
目
安
と
す
る

　
・
乾
籾
一
二
〇
ｇ
/
箱
の
薄
ま
き
o
r
高
密
度
播
種
二
五
〇
ｇ
/
箱

　
・
育
苗
期
間
の
温
度
管
理
、

か
ん
水
に
注
意
す
る

◎
基
肥
の
施
用

　
・
窒
素
成
分
　
三
～

四
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に
（

体
系
施
肥
）

◎
植
付
け
は
適
正
に
！

　
・
植
え
付
け
時
期
　
　
　
五
月
中
旬
頃

　
・
一
株
植
え
付
け
本
数
　
三
～

四
本

　
・
植
え
付
け
株
数
五
〇
～

六
〇
株
／
坪
（

株
間
一
八
～

二
一
㎝
）

◎
水
管
理
に
よ
る
初
期
生
育
の
促
進

　
・
浅
水
管
理
に
よ
り
地
温
を
高
く
維
持

　
・
低
温
や
強
風
時
は
深
水
管
理

◎
除
草
剤
の
適
期
散
布

　
・
雑
草
の
発
生
状
況
等
を
み
て
、

適
期
に
除
草
剤
を
散
布

◎
活
着
後
は
早
め
か
ら
間
断
か
ん
水
を
開
始

　
・
分
げ
つ
の
発
生
促
進

　
・
ガ
ス
抜
き
と
新
根
の
発
生
を
促
す

◎
作
溝
の
設
置

　
・
水
管
理
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
う

◎
中
干
し
の
実
施

　
・
茎
数
が
株
当
た
り
二
〇
本
程
度
に
な
っ

た
ら
開
始

　
・
根
の
健
全
化
、

過
剰
分
げ
つ
の
抑
制

◎
茎
数
が
少
な
く
葉
色
が
う
す
い
場
合
は
中
間
追
肥
を
施
用

　
　
　
・
窒
素
成
分
　
二
・
〇
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に

　
　
　
・
施
用
時
期
 

移
植
後
五
〇
日
頃

◎
穂
肥
の
適
期
適
量
施
用
を
心
が
け
る
（

体
系
施
肥
）

・
窒
素
成
分
　
一
・
五
～

二
・
〇
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に

・
施
用
時
期
 

出
穂
前
二
〇
日
頃
（

幼
穂
長
二
㎜
）

・
窒
素
成
分
　
一
・
五
～

二
・
〇
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に

・
施
用
時
期
 

出
穂
前
一
〇
日
頃

一
回
目

二
回
目

　
・
紋
枯
病
防
除
（

穂
ば
ら
み
期
）

　
・
穂
い
も
ち
防
除
（

出
穂
前
二
～

三
日
）

◎
仕
上
げ
防
除
を
徹
底
！

　
・
カ
メ
ム
シ
防
除
一
回
目
（

穂
揃
い
期
三
日
後
頃
）

　
・
カ
メ
ム
シ
防
除
二
回
目
（

一
回
目
の
一
〇
日
後
頃
）

◎
早
期
に
完
全
落
水
し
な
い
こ
と
！

　
・
出
穂
後
二
五
日
頃
ま
で
は
間
断
か
ん
水
を
続
け
る

　
・
登
熟
を
促
進

◎
適
期
刈
取
り
の
実
施

　
・
青
味
籾
率
　
（

一
〇
～

一
五
％
）

　
・
仕
上
げ
水
分
一
五
％

◎
適
切
な
乾
燥
調
製
を
行
う
こ
と

　
・
調
製
は
ラ
イ
ス
グ
レ
ー

ダ
ー

網
目
一
.

九
〇
ミ
リ

　
・
堆
肥
等
の
有
機
物
施
用
、

土
づ
く
り
肥
料
の
施
用

　
・
基
肥
一
発 

窒
素
八
～

一
〇
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に

３　月

株間　栽植密度
 21 ・ 15.9

350 92 32,000 83.0

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬

１０　月

上旬 中旬 下旬

４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月

湛水管理走水

出

芽

期

緑

化

期

硬

化

期

分

げ

つ

期

幼

穂

形

成

期

土

づ

く

り

播

種

育

苗

基

肥

育

苗

箱

施

薬

病

害

防

除

田

植

活

着

期

除

草

剤

散

布

湛水管理

作

溝

中

干

し

穂

肥

①

間断かん水

最

高

分

げ

つ

期

有

効

分

げ

つ

終

止

期

落

水

収

穫

乾

燥

調

製

間断かん水 落 水

播

種

期

出

穂

期

田

植

期

成

熟

期

穂

肥

②

虫

害

防

除

①

虫

害

防

除

②

多
収
の
た
め
に

追
肥
を
し
っ
か
り
と
！

中干し

中

間

追

肥

茎
数
確
保
の
た
め

極
端
な
疎
植
は
し
な
い
！

① 過度な多肥栽培は倒伏や屑米の増加が発生するため、適切な肥培管理を行う。

② いもち病耐病性は強くないため、適切な防除を行う。

③ 白葉枯病耐病性はやや弱いため、常発地での栽培は避ける。

④ 刈遅れは穂発芽や胴割米が発生するため、適期刈り取りに留意する。

① 平坦部～中山間部（標高３００m以下）

② 早植～普通期栽培(５月移植)に適する。

③ 多収栽培には土壌が肥沃な地域が適する。

栽

培

適

地

注

意

点

慣行苗

120g/箱

適
度
な
間
断
か
ん
水
で

根
の
健
全
化
を
図
る
！

高密度播種

250g/箱

中
干
し
期
間
は

土
性
に
よ
り
調
整
す
る
！
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浸種水温は10～15℃ 適切な水管理で生育促進 防除の徹底 適期刈取

「 佐 香 錦 」 栽 培 暦

　
・
急
激
な
乾
燥
は
避
け
、

ゆ
っ

く
り
乾
燥
さ
せ
る
こ
と

種子予措 育苗 活着 有効分げつ播種

　１．移植時期は５月５日～１５日とする。
　２．施肥量はコシヒカリ並みとし、多肥は避ける。
　３．いもち病の防除を徹底する。

【優点】
　１．醸造適性が優れる。
　２．多収である。
　３．千粒重が重い。
　４．品質が良い。

■特　性

【欠点】
　１．葉いもちにやや弱い。
　２．稈長が長く、倒伏にやや弱い。
　３．耐冷性はやや弱い。

■栽培のポイント

上旬 中旬 下旬 上旬

二

回

目

一

回

目

・
窒
素
成
分
　
一
・
五
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に

中旬 中旬

１０　月４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月

　
・
堆
肥
等
の
有
機
物
施
用
、

土
づ
く
り
肥
料
の
施
用

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 下旬

◎
適
期
刈
取
り
の
実
施

　
・
青
味
籾
率
　
（

一
〇
～

一
五
％
）

　
・
適
正
な
乾
燥
（

水
分
一
四
～

一
五
％
）

◎
適
切
な
乾
燥
調
製
を
行
う
こ
と

　
・
調
製
は
ラ
イ
ス
グ
レ
ー

ダ
ー

網
目
二
.

〇
m
m
使
用

◎
早
期
に
完
全
落
水
し
な
い
こ
と
！

　
・
出
穂
後
二
五
日
頃
ま
で
は
間
断
か
ん
水
を
続
け
る

　
・
登
熟
を
促
進

穂数19本/株

　
・
紋
枯
病
防
除
（

穂
ば
ら
み
期
）

　
・
穂
い
も
ち
防
除
（

出
穂
前
二
～

三
日
）

◎
仕
上
げ
防
除
を
徹
底
！

　
・
カ
メ
ム
シ
防
除
一
回
目
（

穂
揃
い
期
三
日
後
頃
）

　
・
カ
メ
ム
シ
防
除
二
回
目
（

一
回
目
の
一
〇
日
後
頃
）

◎
減
数
分
裂
期
が
低
温
の
時
は
深
水
管
理

・
施
用
時
期
 

出
穂
前
一
八
日
頃
（

幼
穂
長
八
㎜
）

・
窒
素
成
分
　
一
・
〇
㎏
/
一
〇
a
以
内

・
施
用
時
期
 

出
穂
前
一
〇
日
頃

　
・
根
の
健
全
化
、

過
剰
分
げ
つ
の
抑
制

　
・
葉
い
も
ち
防
除
　
粒
剤
を
発
病
の
一
〇
～

七
日
前

月

日

生
育
ス
テ
ー

ジ

水
管
理

主
な
作
業

主
な
管
理
作
業
の
内
容

　
・
ガ
ス
抜
き
と
新
根
の
発
生
を
促
す

12cm・2.5葉・3～4本/株 19本/株

無効分げつ

　
・
水
管
理
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
う

◎
中
干
し
の
実
施

　
・
茎
数
が
株
当
た
り
一
九
本
以
上
に
な
っ

た
ら
開
始

　
・
中
間
追
肥
は
し
な
い

◎
水
管
理
に
よ
る
初
期
生
育
の
促
進

　
・
浅
水
管
理
に
よ
り
地
温
を
高
く
維
持

　
・
低
温
や
強
風
時
は
深
水
管
理

◎
除
草
剤
の
適
期
散
布

　
・
雑
草
の
発
生
状
況
等
を
み
て
、

適
期
に
除
草
剤
を
散
布

◎
活
着
後
は
早
め
か
ら
間
断
か
ん
水
を
開
始

　
・
分
げ
つ
の
発
生
促
進

24本/株

幼穂形成・穂ばらみ 登熟 調製・出荷

◎
土
づ
く
り
を
心
が
け
る

◎
健
康
な
苗
づ
く
り

　
・
種
子
消
毒
剤
ま
た
は
温
湯
消
毒
に
よ
る
種
子
消
毒
を
行
う

　
・
浸
種
時
間
は
積
算
温
度
一
〇
〇
℃
を
目
安
と
す
る

　
・
乾
籾
一
二
〇
ｇ
/
箱
の
薄
ま
き

　
・
育
苗
期
間
の
温
度
管
理
、

か
ん
水
に
注
意
す
る

　
　
側
条
施
肥
な
ら
二
・
四
㎏
/
一
〇
a
以
内

◎
基
肥
は
控
え
め
に

　
・
窒
素
成
分
は
三
㎏
/
一
〇
a
以
内

◎
植
付
け
は
適
正
に
！

　
・
一
株
植
え
付
け
本
数
　
三
～

四
本

　
・
植
え
付
け
株
間
は
一
八
㎝

　
・
有
機
物
多
投
田
で
は
減
肥

◎
作
溝
の
設
置

◎
穂
肥
の
適
期
適
量
施
用
を
心
が
け
る
（

体
系
施
肥
）

湛水管理走水

出

芽

期

緑

化

期

硬

化

期

分

げ

つ

期

幼

穂

形

成

期

土

づ

く

り

播

種

育

苗

基

肥

育

苗

箱

施

薬

病

害

防

除

田

植

活

着

期

除

草

剤

散

布

湛水管理

作

溝

中

干

し

穂

肥

①

間断かん水

最

高

分

げ

つ

期

有

効

分

げ

つ

終

止

期

落

水

収

穫

乾

燥

調

製

間断かん水 落 水

播

種

期

出

穂

期

田

植

期

成

熟

期

穂

肥

②

虫

害

防

除

①

虫

害

防

除

②

中干し

適
度
な
間
断
か
ん
水
で

根
の
健
全
化
を
図
る
！
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13cm・2.2葉・3～4本/株 20～23本/株

左から‘縁の舞’‘改良雄町’‘山田錦’ 健苗育苗 適切な移植 適切な水管理で生育を促進

上旬 中旬

52028.58023,000

６　月３　月 ４　月 ５　月 ９　月

下旬 上旬 中旬

◎
適
切
な
乾
燥
調
製

　
・
調
製
は
ラ
イ
ス
グ
レ
ー

ダ
ー

網
目
二
・
０
㎜
以
上
で

◎
土
づ
く
り
を
心
が
け
る

　
・
堆
肥
等
の
有
機
物
施
用
に
よ
る
土
づ
く
り
を
徹
底

日 下旬

主
な
作
業

生
育
ス
テ
ー

ジ

主
な
管
理
作
業
の
内
容

登熟歩合

16.0

中旬下旬上旬 中旬 下旬上旬 中旬

　
・
ケ
イ
酸
、

鉄
分
、

苦
土
等
を
土
づ
く
り
肥
料
に
よ
り
補
給

下旬

　
・
乾
籾
一
二
〇
ｇ
/
箱
の
薄
播
き

　
・
育
苗
期
間
の
温
度
管
理
、

か
ん
水
に
注
意

月

玄米千粒重

穂数14～16本／株

本/株

21

cm

収量

本/㎡ 粒/穂 ％ ｇ

１株穂数 ㎡当たり穂数 １穂籾数植付株間

kg/10a粒/㎡

上旬

㎡当たり籾数

14.0
260 90

７　月 ８　月

18

　
・
植
え
付
け
時
期
　
五
月
中
～

下
旬
頃

　
・
一
株
植
え
付
け
本
数
　
三
～

四
本

　
・
植
え
付
け
株
間
十
八
㎝
～

二
一
㎝

上旬 中旬 下旬

◎
除
草
剤
の
適
期
散
布

　
・
雑
草
の
発
生
状
況
等
を
み
て
、

適
期
に
除
草
剤
を
散
布

◎
活
着
後
は
早
め
か
ら
間
断
か
ん
水
を
開
始

　
・
浸
種
は
積
算
温
度
一
〇
〇
℃
を
目
安
に

◎
地
力
に
応
じ
た
基
肥
の
施
用

　
・
窒
素
成
分
　
三
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に

◎
育
苗
箱
施
薬
に
よ
り
葉
い
も
ち
の
発
生
を
抑
制
！

◎
植
え
付
け
は
適
正
に
！

◎
健
康
な
苗
づ
く
り

　
・
種
子
消
毒
剤
ま
た
は
温
湯
消
毒
に
よ
る
種
子
消
毒

　
・
分
げ
つ
の
発
生
促
進

　
・
ガ
ス
抜
き
と
新
根
の
発
生
を
促
進

　
・
水
の
た
め
っ

ぱ
な
し
は
根
腐
れ
に
繋
が
る
の
で
注
意

◎
作
溝
の
設
置

　
・
水
管
理
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
う

◎
中
干
し
の
実
施

　
・
茎
数
が
株
当
た
り
一
五
本
程
度
に
な
っ

た
ら
開
始

　
・
小
ヒ
ビ
が
入
る
程
度
の
中
干
し

◎
穂
い
も
ち
防
除
（

出
穂
前
二
～

三
日
）

　
　
・
窒
素
成
分
　
一
・
五
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に

◎
穂
肥
の
適
期
適
量
施
用
！

　
　
・
施
用
時
期
出
穂
前
一
八
日
頃
（

幼
穂
長
二
～

五
㎜
）

　
　
・
窒
素
成
分
　
一
・
0
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に

◎
仕
上
げ
防
除
を
徹
底
！

◎
早
期
に
完
全
落
水
し
な
い
こ
と
！

‘ 縁の舞’ ‘改良雄町’

　
・
穂
い
も
ち
　
カ
メ
ム
シ
防
除
（

穂
揃
い
期
３
日
後
頃
）

　
・
カ
メ
ム
シ
防
除
（

防
除
の
一
〇
日
後
頃
）

　
　
・
施
用
時
期
出
穂
前
一
０
日
頃

水
管
理

適期刈取防除の徹底

下旬上旬

◎
適
期
収
穫
の
実
施

　
・
青
味
籾
率
 
一
〇
～

一
五
％

　
・
適
正
な
乾
燥
（

水
分
一
五
％
）

中旬

「縁の舞」栽培ごよみ

14～16本/株

‘山田錦’

　
・
出
穂
後
三
〇
日
程
度
は
飽
水
管
理
を
続
け
る

　
・
登
熟
を
促
進

【長所】

① 千粒重が重く大粒である

② 「山田錦」より10%程度多収

③ 穂発芽・脱粒しにくい

④ 育苗時の苗立ち・苗揃いが良好

⑤ 品質が良く醸造適性も良好

⑥ 熟期がやや早く耐冷性が強いため

山間地での栽培にも適応

【短所】

湛水管理走水

出

芽

期

緑

化

期

硬

化

期

分

げ

つ

期

幼

穂

形

成

期

播

種

育

苗

基

肥

育

苗

箱

施

薬

病

害

虫

防

除

①

田

植

活

着

期

除

草

剤

散

布

湛水管理 中干し

作

溝

中

干

し

穂

肥

①

間断かん水

最

高

分

げ

つ

期

有

効

分

げ

つ

終

止

期

落

水

収

穫

乾

燥

調

製

間断かん水 落 水

◇生育・収量目標と収量構成要素
① 移植時期は5月中旬から下旬とする

② 稈長が長いため適切な施肥・水管理により倒伏を防ぐ

③ いもち病には弱いので箱施薬や本田防除を徹底する

④ 穂重型品種のため基肥は控えめにして過剰生育を防ぎ、適切な穂肥施用

により玄米の登熟を高める

⑤ 標高が低い地域では出穂が早まり、千粒重が低下する傾向がある

⑥ 胴割米の発生を防ぐため、土づくり肥料やケイ酸質肥料を必ず施用すると

ともに刈り遅れしないよう注意する

栽培のポイント

播

種

期

出

穂

期

田

植

期

成

熟

期

穂

肥

②

病

害

虫

防

除

②

病

害

虫

防

除

③

玄
米
の
登
熟
を

高
め
る
た
め
穂

肥
は
適
切
に
！

極
端
な
疎
植
に

し
な
い
！

飽水管理浅水管理

① ②

ケイ酸・苦土含有資材の施用

〇登熟歩合向上

〇千粒重向上

〇精米時の砕米率が低下

2018～2020年
農業技術センター試験結果
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■収量と収量構成要素の目標値

 
１

 
 

 

種子予措

浸種水温は10～15℃ 適切な水管理で生育促進 適期刈取

12cm・2.5葉・3～4本/株 19本/株 24本/株 穂数19本/株

防除の徹底

「 ヒ メ ノ モ チ 」 栽 培 暦

　
・
急
激
な
乾
燥
は
避
け
、

ゆ
っ

く
り
乾
燥
さ
せ
る
こ
と

■長　所

　１．玄米品質が良い。
　２．収量性が高い。
　３．強稈で倒伏しにくい。
　４．いもち病抵抗性がやや強い。
　５．耐冷性がやや強い。

kg/10a

収量 穂数

本/㎡

籾数

粒/㎡

◎
早
期
に
完
全
落
水
し
な
い
こ
と
！

　
・
出
穂
後
二
五
日
頃
ま
で
は
間
断
か
ん
水
を
続
け
る

　
・
登
熟
を
促
進

　
・
紋
枯
病
防
除
（

穂
ば
ら
み
期
）

　
・
穂
い
も
ち
防
除
（

出
穂
前
二
～

三
日
）

◎
仕
上
げ
防
除
を
徹
底
！

登熟歩合

％

540
330～
350

28,000～
29,000

82

播種 育苗 活着

　１．県内全域（特に山間から中山間部
　　　の地力中庸地に適する）。
　２．早期栽培に適する。

■注意点■栽培適地等

　１．倒伏には強いが極端な多肥栽培は避ける。
　２．出穂が早くカメムシ被害を受けやすいので防除を徹底する。
　３．穂発芽しやすいので適期刈り取りを心がける。
　４．白葉枯病抵抗性が劣るので、常発地での栽培は避ける。
　５．うるち品種との識別性に欠けるので混種に注意する。

玄米千粒重

ｇ

23.0

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬

１０　月４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月

　
・
堆
肥
等
の
有
機
物
施
用
、

土
づ
く
り
肥
料
の
施
用

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

◎
適
期
刈
取
り
の
実
施

　
・
青
味
籾
率
　
（

一
〇
～

一
五
％
）

　
・
適
正
な
乾
燥
（

水
分
一
四
～

一
五
％
）

◎
適
切
な
乾
燥
調
製
を
行
う
こ
と

　
・
調
製
は
ラ
イ
ス
グ
レ
ー

ダ
ー

網
目
一
.

九
m
m
使
用

　
・
カ
メ
ム
シ
防
除
一
回
目
（

穂
揃
い
期
三
日
後
頃
）

　
・
カ
メ
ム
シ
防
除
二
回
目
（

一
回
目
の
一
〇
日
後
頃
）

◎
穂
肥
の
適
期
適
量
施
用
を
心
が
け
る
（

体
系
施
肥
）

一

回

目

二

回

目

・
窒
素
成
分
　
一
・
五
～

二
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に

・
施
用
時
期
 

出
穂
前
二
五
～

二
〇
日
頃

・
窒
素
成
分
　
一
・
五
～

二
・
〇
㎏
/
一
〇
a

・
施
用
時
期
 

出
穂
前
一
五
～

一
〇
日
頃

　
・
根
の
健
全
化
、

過
剰
分
げ
つ
の
抑
制

　
・
ガ
ス
抜
き
と
新
根
の
発
生
を
促
す

◎
作
溝
の
設
置

　
・
水
管
理
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
う

◎
中
干
し
の
実
施

　
・
茎
数
が
株
当
た
り
一
九
本
以
上
に
な
っ

た
ら
開
始

◎
除
草
剤
の
適
期
散
布

　
・
雑
草
の
発
生
状
況
等
を
み
て
、

適
期
に
除
草
剤
を
散
布

◎
活
着
後
は
早
め
か
ら
間
断
か
ん
水
を
開
始

　
・
分
げ
つ
の
発
生
促
進

◎
基
肥
は
基
準
量
を
守
る

　
・
窒
素
成
分
は
三
～

四
㎏
/
一
〇
a
程
度

◎
植
付
け
は
適
正
に
！

　
・
一
株
植
え
付
け
本
数
　
三
～

四
本

　
・
植
え
付
け
株
間
は
一
八
㎝

月

日

生
育
ス
テ
ー

ジ

水
管
理

主
な
作
業

主
な
管
理
作
業
の
内
容

◎
土
づ
く
り
を
心
が
け
る

◎
健
康
な
苗
づ
く
り

　
・
種
子
消
毒
剤
ま
た
は
温
湯
消
毒
に
よ
る
種
子
消
毒
を
行
う

　
・
浸
種
時
間
は
積
算
温
度
一
〇
〇
℃
を
目
安
と
す
る

　
・
乾
籾
一
二
〇
ｇ
/
箱
の
薄
ま
き

　
・
育
苗
期
間
の
温
度
管
理
、

か
ん
水
に
注
意
す
る

有効分げつ 無効分げつ 幼穂形成・穂ばらみ 登熟 調製・出荷

◎
水
管
理
に
よ
る
初
期
生
育
の
促
進

　
・
浅
水
管
理
に
よ
り
地
温
を
高
く
維
持

　
・
低
温
や
強
風
時
は
深
水
管
理

湛水管理走水

出

芽

期

緑

化

期

硬

化

期

分

げ

つ

期

幼

穂

形

成

期

土

づ

く

り

播

種

育

苗

基

肥

育

苗

箱

施

薬

病

害

防

除

田

植

活

着

期

除

草

剤

散

布

湛水管理

作

溝

中

干

し

穂

肥

①

間断かん水

最

高

分

げ

つ

期

有

効

分

げ

つ

終

止

期

落

水

収

穫

乾

燥

調

製

間断かん水 落 水

播

種

期

出

穂

期

田

植

期

成

熟

期

穂

肥

②

虫

害

防

除

①

虫

害

防

除

②

中干し

適
度
な
間
断
か
ん
水
で

根
の
健
全
化
を
図
る
！
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■収量と収量構成要素の目標値

 
 

 

浸種水温は10～15℃ 適切な水管理で生育促進 防除の徹底 適期刈取

◎
穂
肥
の
適
期
適
量
施
用
を
心
が
け
る
（

体
系
施
肥
）

12cm・2.5葉・3～4本/株 穂数22～24本/株22～24本/株

無効分げつ 幼穂形成・穂ばらみ 登熟育苗 活着 有効分げつ播種

82

　１．県内全域（特に平坦部から中山間
　　　部の地力中庸から肥沃地に適す
　　　る）
　２．早期栽培に適する

「 コ コ ノ エ モ チ 」 栽 培 暦

　
・
急
激
な
乾
燥
は
避
け
、

ゆ
っ

く
り
乾
燥
さ
せ
る
こ
と

■長　所

　１．餅質が良い
　２．収量性が高い
　３．倒伏しにくい
　４．穂発芽しにくい
　５．耐冷性がやや強い
　６．籾の先端が赤褐色で識別性が高い

kg/10a

収量 穂数

本/㎡

籾数

粒/㎡

■注意点

◎
早
期
に
完
全
落
水
し
な
い
こ
と
！

　
・
出
穂
後
二
五
日
頃
ま
で
は
間
断
か
ん
水
を
続
け
る

　
・
登
熟
を
促
進

　
・
紋
枯
病
防
除
（

穂
ば
ら
み
期
）

　
・
穂
い
も
ち
防
除
（

出
穂
前
二
～

三
日
）

◎
仕
上
げ
防
除
を
徹
底
！

■栽培適地等

　１．倒伏には強いが極端な多肥栽培は避ける
　２．紋枯病に罹病しやすいため、防除を徹底する
　３．白葉枯病抵抗性がやや劣るので、常発地での栽培は避ける

玄米千粒重

ｇ

22.5

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬

１０　月４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月

登熟歩合

％

540
400～
450

29,000～
30,000

　
・
堆
肥
等
の
有
機
物
施
用
、

土
づ
く
り
肥
料
の
施
用

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

◎
適
期
刈
取
り
の
実
施

　
・
青
味
籾
率
　
（

一
〇
～

一
五
％
）

　
・
適
正
な
乾
燥
（

水
分
一
四
～

一
五
％
）

◎
適
切
な
乾
燥
調
製
を
行
う
こ
と

　
・
調
製
は
ラ
イ
ス
グ
レ
ー

ダ
ー

網
目
一
.

九
m
m
使
用

　
・
カ
メ
ム
シ
防
除
一
回
目
（

穂
揃
い
期
三
日
後
頃
）

月

日

生
育
ス
テ
ー

ジ

水
管
理

主
な
作
業

主
な
管
理
作
業
の
内
容

　
・
ガ
ス
抜
き
と
新
根
の
発
生
を
促
す

◎
作
溝
の
設
置

　
・
水
管
理
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
う

◎
中
干
し
の
実
施

　
・
茎
数
が
株
当
た
り
二
二
本
以
上
に
な
っ

た
ら
開
始

◎
水
管
理
に
よ
る
初
期
生
育
の
促
進

　
・
浅
水
管
理
に
よ
り
地
温
を
高
く
維
持

　
・
低
温
や
強
風
時
は
深
水
管
理

◎
除
草
剤
の
適
期
散
布

　
・
雑
草
の
発
生
状
況
等
を
み
て
、

適
期
に
除
草
剤
を
散
布

◎
活
着
後
は
早
め
か
ら
間
断
か
ん
水
を
開
始

　
・
分
げ
つ
の
発
生
促
進

　
・
根
の
健
全
化
、

過
剰
分
げ
つ
の
抑
制

◎
土
づ
く
り
を
心
が
け
る

◎
健
康
な
苗
づ
く
り

　
・
種
子
消
毒
剤
ま
た
は
温
湯
消
毒
に
よ
る
種
子
消
毒
を
行
う

　
・
浸
種
時
間
は
積
算
温
度
一
〇
〇
℃
を
目
安
と
す
る

　
・
乾
籾
一
二
〇
ｇ
/
箱
の
薄
ま
き

　
・
育
苗
期
間
の
温
度
管
理
、

か
ん
水
に
注
意
す
る

調製・出荷種子予措

一

回

目

二

回

目

・
窒
素
成
分
　
一
・
五
～

二
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に

・
施
用
時
期
 

出
穂
前
二
五
～

二
〇
日
頃

・
窒
素
成
分
　
一
・
五
～

二
・
〇
㎏
/
一
〇
a

・
施
用
時
期
 

出
穂
前
一
五
～

一
〇
日
頃

◎
基
肥
は
基
準
量
を
守
る

　
・
窒
素
成
分
は
三
～

四
㎏
/
一
〇
a
程
度

◎
植
付
け
は
適
正
に
！

　
・
一
株
植
え
付
け
本
数
　
三
～

四
本

　
・
植
え
付
け
株
間
は
一
八
㎝

　
・
カ
メ
ム
シ
防
除
二
回
目
（

一
回
目
の
一
〇
日
後
頃
）

湛水管理走水

出

芽

期

緑

化

期

硬

化

期

分

げ

つ

期

幼

穂

形

成

期

土

づ

く

り

播

種

育

苗

基

肥

育

苗

箱

施

薬

病

害

防

除

田

植

活

着

期

除

草

剤

散

布

湛水管理

作

溝

中

干

し

穂

肥

①

間断かん水

最

高

分

げ

つ

期

有

効

分

げ

つ

終

止

期

落

水

収

穫

乾

燥

調

製

間断かん水 落 水

播

種

期

出

穂

期

田

植

期

成

熟

期

穂

肥

②

害

虫

防

除

①

害

虫

防

除

②

中干し

適
度
な
間
断
か
ん
水
で

根
の
健
全
化
を
図
る
！
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■収量と収量構成要素の目標値

 
 

 

調製・出荷

浸種水温は10～15℃ 適切な水管理で生育促進 防除の徹底 適期刈取

◎
基
肥
は
基
準
量
を
守
る

　
・
窒
素
成
分
は
三
～

四
㎏
/
一
〇
a
程
度

◎
植
付
け
は
適
正
に
！

　
・
一
株
植
え
付
け
本
数
　
三
～

四
本

　
・
植
え
付
け
株
間
は
一
八
㎝

　
・
根
の
健
全
化
、

過
剰
分
げ
つ
の
抑
制

月

日

生
育
ス
テ
ー

ジ

水
管
理

主
な
作
業

主
な
管
理
作
業
の
内
容

◎
健
康
な
苗
づ
く
り

　
・
種
子
消
毒
剤
ま
た
は
温
湯
消
毒
に
よ
る
種
子
消
毒
を
行
う

　
・
浸
種
時
間
は
積
算
温
度
一
〇
〇
℃
を
目
安
と
す
る

　
・
乾
籾
一
二
〇
ｇ
/
箱
の
薄
ま
き

　
・
育
苗
期
間
の
温
度
管
理
、

か
ん
水
に
注
意
す
る

◎
水
管
理
に
よ
る
初
期
生
育
の
促
進

　
・
浅
水
管
理
に
よ
り
地
温
を
高
く
維
持

　
・
低
温
や
強
風
時
は
深
水
管
理

◎
除
草
剤
の
適
期
散
布

　
・
ガ
ス
抜
き
と
新
根
の
発
生
を
促
す

◎
作
溝
の
設
置

　
・
水
管
理
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
う

◎
中
干
し
の
実
施

　
・
茎
数
が
株
当
た
り
二
二
本
以
上
に
な
っ

た
ら
開
始

　
・
カ
メ
ム
シ
防
除
一
回
目
（

穂
揃
い
期
三
日
後
頃
）

　
・
雑
草
の
発
生
状
況
等
を
み
て
、

適
期
に
除
草
剤
を
散
布

◎
活
着
後
は
早
め
か
ら
間
断
か
ん
水
を
開
始

　
・
分
げ
つ
の
発
生
促
進

一

回

目

二

回

目

・
窒
素
成
分
　
一
・
五
～

二
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に

・
施
用
時
期
 

出
穂
前
二
〇
日
頃

・
窒
素
成
分
　
一
・
五
～

二
・
〇
㎏
/
一
〇
a

・
施
用
時
期
 

出
穂
前
一
五
～

一
〇
日
頃

◎
穂
肥
の
適
期
適
量
施
用
を
心
が
け
る
（

体
系
施
肥
）

　
・
穂
い
も
ち
防
除
（

出
穂
前
二
～

三
日
）

◎
仕
上
げ
防
除
を
徹
底
！

　
・
紋
枯
病
防
除
（

穂
ば
ら
み
期
）

　
・
堆
肥
等
の
有
機
物
施
用
、

土
づ
く
り
肥
料
の
施
用

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

◎
適
期
刈
取
り
の
実
施

　
・
青
味
籾
率
　
（

一
〇
～

一
五
％
）

　
・
適
正
な
乾
燥
（

水
分
一
四
～

一
五
％
）

◎
適
切
な
乾
燥
調
製
を
行
う
こ
と

播種種子予措 登熟幼穂形成・穂ばらみ無効分げつ有効分げつ活着育苗

12cm・2.5葉・3～4本/株 22本/株程度 穂数21～22本/株

　１．標高200m以下の平坦地から中山間
地とする。ただし、８月中～下旬の１日の
平均気温が20℃を下回る地域では作付
を避ける。
　２．日照条件の悪い地域は避ける。
　３．移植時期は５月上～中旬とする。

■注意点■栽培適地等

　１．葉いもち抵抗性はやや弱いため、適切な防除を行う。
　２．倒伏を防ぐため、多肥栽培はしない。
　３．穂発芽防止のため、適期刈り取りに努める。
　４．胴切米発生防止のため、適地に作付け、移植適期を守る。

４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月

下旬 上旬 中旬

１０　月９　月

　
・
調
製
は
ラ
イ
ス
グ
レ
ー

ダ
ー

網
目
二
.

〇
m
m
使
用

　
・
カ
メ
ム
シ
防
除
二
回
目
（

一
回
目
の
一
〇
日
後
頃
）

◎
土
づ
く
り
を
心
が
け
る

「 ミ コ ト モ チ 」 栽 培 暦

　
・
急
激
な
乾
燥
は
避
け
、

ゆ
っ

く
り
乾
燥
さ
せ
る
こ
と

■長　所

　１．餅の外観、食味が良い
　２．籾の先端が褐色で芒がやや長く、識
別性が高い。
　３．収量性が高い。

kg/10a

収量 穂数

本/㎡

籾数

粒/㎡

登熟歩合

％

540
390～
410

26,000 80

◎
早
期
に
完
全
落
水
し
な
い
こ
と
！

玄米千粒重

ｇ

26.0

上旬 中旬

　
・
出
穂
後
二
五
日
頃
ま
で
は
間
断
か
ん
水
を
続
け
る

　
・
登
熟
を
促
進

湛水管理走水

出

芽

期

緑

化

期

硬

化

期

分

げ

つ

期

幼

穂

形

成

期

土

づ

く

り

播

種

育

苗

基

肥

育

苗

箱

施

薬

病

害

防

除

田

植

活

着

期

除

草

剤

散

布

湛水管理

作

溝

中

干

し

穂

肥

①

間断かん水

最

高

分

げ

つ

期

有

効

分

げ

つ

終

止

期

落

水

収

穫

乾

燥

調

製

間断かん水 落 水

播

種

期

出

穂

期

田

植

期

成

熟

期

穂

肥

②

害

虫

防

除

①

害

虫

防

除

②

中干し

適
度
な
間
断
か
ん
水
で

根
の
健
全
化
を
図
る
！
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ポイント 

１． 優良品種の選定 

２． 排水対策と土づくり 

３． 適期播種と栽植密度の確保 

４． 適切な施肥 

５． 適期収穫 

 
  小麦栽培ごよみ 

 

 

目標 

 

水分 12.5％以下 

整粒歩合 80％以上の良質小麦生産 

 

 

生
育
ス
テ
 
ジ 

               

 

    

   播種期 出芽期  分げつ期    幼穂形成期  茎立期 出穂期   成熟期  

月 

 10月   11 月   12月   1 月   2 月   3 月   4 月   5 月   6 月  

旬 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

栽
培
管
理 

土
作
り 

ほ
場
選
定 

種
子
消
毒 

作
溝 

基
肥 

 

播
種 

耕
起
砕
土 

 

除
草
剤
散
布 

    

除
草
剤
散
布 

 

追
肥 

   

 

穂
肥 

    

 
 

 
 

病
害
虫
防
除 

 
病
害
虫
防
除

実
肥 

   

成
熟
期 

  

収
穫 

 

乾
燥
・
調
製 

技
術
の
内
容(

資
材
は
一
〇
ア
 
ル
当
り) 

苦
土
石
灰
一
〇
〇
 
二
〇
〇
㎏
等
 
完
熟
堆
肥
二
 
三
ｔ 

排
水
の
よ
い
圃
場
を
選
ぶ
  

 

種
子
消
毒
薬
剤
に
よ
る
浸
漬
 
粉
衣
ま
た
は
吹
き
付
け
処
理
を
行
う
  

排
水
溝
深
さ
二
〇
 
三
〇
㎝
 
五
ｍ
お
き 

窒
素
六
 
八
㎏
 
燐
酸
八
 
一
〇
㎏
 
カ
リ
八
㎏ 

 

平
坦
部
十
一
月
上
 
中
旬
 
ド
リ
ル
播
き
で
は
八
 
一
〇
㎏
  

耕
起
は
で
き
る
だ
け
深
く
 
砕
土
は
丁
寧
に
行
う
  

 

除
草
剤
を
播
種
後
 
土
壌
処
理
す
る
  

    

広
葉
雑
草
 
ス
ズ
メ
ノ
テ
 
ポ
ウ
が
多
い
場
合
に
は
 
除
草
剤
を
茎
葉
処
理
す
る
  

 

窒
素
二
 
三
㎏ 

    

窒
素
一
 
二
㎏
 
カ
リ
二
㎏ 

     

赤
か
び
病
防
除
の
た
め
 
必
ず
薬
剤
散
布
を
行
う
  

赤
か
び
病
防
除
の
た
め
 
必
ず
薬
剤
散
布
を
行
う 

窒
素
三
 
四
㎏ 

   

穂
首
が
黄
化
し
 
粒
が
ろ
う
状
の
硬
さ
に
達
し
た
と
き
が
成
熟
期 

  

穀
粒
水
分
三
〇
％
以
下
で
収
穫 

 

篩
目
二
 
〇
㎜
 
整
粒
歩
合
八
〇
％
以
上
 
水
分
一
二
 
五
％
以
下 

 

茎数 

穂数 
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ポイント １ 排水対策と土づくり 

２ 適期播種（11月上旬） 

３ 適切な施肥と赤かび病防除 

４ 適期収穫（梅雨入り前） 

小麦「ミナミノカオリ」 

栽培ごよみ 

利 点 

 

〇稈長が短く倒伏しにくい 

〇成熟期が農林 61号より 3日程度早い 

欠 点 〇穂発芽の恐れがある 

〇赤かび病にやや弱い  
☆穂発芽性がやや易で、赤かび病にやや弱いため、梅雨入り前の収穫を目指します。 
☆このため播種期は 11 月上旬とし、播種作業が遅れないようにしましょう。  
生
育
ス
テ
 
ジ 

               

 

 

 

 

 

   播種期 出芽期  分げつ期    幼穂形成期  茎立期 出穂期   成熟期  

月 

 10月   11 月   12月   1 月   2 月   3 月   4 月   5 月   6 月  

旬 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

栽
培
管
理 

土
作
り 

ほ
場
選
定 

種
子
消
毒 

作
溝 

基
肥 

 

播
種 

耕
起
砕
土 

 

除
草
剤
散
布 

    

除
草
剤
散
布 

 

追
肥 

   

 

穂
肥 

    

 
 

 
 

 

病
害
虫
防
除

実
肥 

   

収
穫 

成
熟
期 

 

乾
燥
・
調
製 

  

技
術
の
内
容(

資
材
は
一
〇
ア
 
ル
当
り) 

苦
土
石
灰
一
〇
〇
 
二
〇
〇
㎏
等
 
完
熟
堆
肥
二
 
三
ｔ 

排
水
の
よ
い
圃
場
を
選
ぶ
  

 

種
子
消
毒
薬
剤
に
よ
る
浸
漬
 
粉
衣
ま
た
は
吹
き
付
け
処
理
を
行
う 

排
水
溝
深
さ
二
〇
 
三
〇
㎝
 
五
ｍ
お
き 

窒
素
六
 
八
㎏
 
燐
酸
八
 
一
〇
㎏
 
カ
リ
八
㎏ 

 

播
種
期
は
十
一
月
上
旬
 
ド
リ
ル
播
き
で
は
播
種
量
八
 
一
〇
㎏ 

耕
起
は
で
き
る
だ
け
深
く
 
砕
土
は
丁
寧
に
行
う
  

 

播
種
後
に
除
草
剤
を
土
壌
処
理
す
る
  

    

広
葉
雑
草
等
が
多
い
場
合
に
は
 
除
草
剤
を
茎
葉
処
理
す
る
  

 

窒
素
二
 
三
㎏ 

    

窒
素
一
 
二
㎏
 
カ
リ
二
㎏ 

      

赤
か
び
病
防
除
の
た
め
 
穂
揃
期
に
必
ず
薬
剤
散
布
を
行
う
  

出
穂
十
日
後
に
窒
素
三
 
四
㎏ 

   

成
熟
期
に
降
雨
が
続
く
と
穂
発
芽
し
や
す
い
の
で
注
意
！ 

成
熟
期
か
ら
二
日
後
以
降
 
穀
粒
水
分
三
〇
％
以
下
で
速
や
か
に
収
穫 

穂
首
が
黄
化
し
 
粒
が
ろ
う
状
の
硬
さ
に
達
し
た
と
き
が
成
熟
期 

 

篩
目
二
 
二
㎜
 
整
粒
歩
合
八
〇
％
以
上
 
水
分
一
二
 
五
％
以
下 

  

 

茎数 

穂数 

播種が遅れないこと 

小麦栽培の成功のカギは排水対策・ほ場の周囲とほ場内５ｍ間隔の明渠 
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ポイント 

１． 優良品種の選定 

２． 排水対策と土づくり 

３． 適期播種と栽植密度の確保 

４． 適切な施肥 

５． 適期収穫 

 
 ビール大麦栽培ごよみ 

 

 

目標 

 
発芽勢 98％以上 

粗蛋白含量 10～11％の範囲内 

水分 13％以下 

2.5mm 以上の粒が 95％以上 

 

生
育
 
 
 
  

     

 

       

 

 

 

    

   播種期  出芽期 分げつ期      幼穂形成期  茎立期 出穂期  成熟期   

月  10 月   11 月   12 月   1 月   2 月   3 月   4 月   5 月   6 月  

旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

栽
培
管
理 

土
作
  

 
場
選
定 

 

種
子
消
毒 

作
溝 

基
肥 

 

播
種 

耕
起
砕
土 

 

除
草
剤
散
布 

    

除
草
剤
散
布 

追
肥 

   

穂
肥 

     

 
病
害
虫
防
除 

病
害
虫
防
除 

 

成
熟
期 

乾
燥
 調
整 

収
穫 

     

技
術
 
内
容(

資
材
 
一
〇
 
 
 
当
 ) 

苦
土
石
灰
一
五
〇
 
二
〇
〇
㎏
等
 
完
熟
堆
肥
二
 
三
  

排
水
 
 
 
圃
場
 
選
 
  

  

種
子
消
毒
薬
剤
 
 
 
浸
漬
 
粉
衣
 
 
 
吹
 
付
 
処
理
 
行
 
  

排
水
溝
深
 
二
〇
 
三
〇
㎝
 
五
 
 
  

窒
素
六
 
八
㎏
 
燐
酸
八
 
一
〇
㎏
 
 
 
八
㎏ 

 

平
坦
部
十
一
月
上
 
中
旬
 
 
 
 
播
 
 
 
八
 
一
〇
㎏ 

耕
起
 
 
 
 
 
 
深
 
 
砕
土
 
丁
寧
 
行
 
  

 

播
種
後
 
除
草
剤
 
土
壌
処
理
す
 
  

    

広
葉
雑
草
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
多
 
場
合
 
 
除
草
剤
 
茎
葉
処
理
す
 
  

窒
素
二
 
三
㎏ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

窒
素
一
 
二
㎏
 
 
 
二
㎏ 

      

赤
 
 
病
防
除
 
 
 
 
必
ず
薬
剤
散
布
 
行
 
  

赤
 
 
病
防
除
 
 
 
 
必
ず
薬
剤
散
布
 
行
 
  

 

穂
首
 
黄
化
 
 
粒
 
 
 
状
 
硬
 
 
達
 
 
 
 
 
成
熟
期 

篩
目
二
 
五
㎜
 
整
粒
歩
合
九
五
％
以
上
 
水
分
一
三
％
以
下 

穀
粒
水
分
二
五
％
以
下
 穂
首
湾
曲
七
 
八
割
  
収
穫 

    

 

茎数 

穂数 
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大豆栽培ごよみ 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 
育 
ス 
テ 
ー 
ジ 

 
                                                                                                                                                                         
                                                                                                                                                                         
                                                                                                
                                                                                                                                                                         
                                                                                                                              
                                                                                                                                                                         
                                                                                                                              
                                                                                                                                                    
                                                                                                                                                    
                                                                                                                                                    
                                                                                                                                                    
                                                                                                                                                    
                                                                                                                                                    
                                                                                                                                                    
                                                                                                                                                    
                                                                                                                                                    
                                                                                                                                                    
                                                                                                                                                    
                                                                                                                                                    
 
        播種期  出芽期     第２本葉期     第５本葉期       開花期          幼莢期              子実肥大期                落葉期  成熟期 

月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 
旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

栽 
 
培 
 
管 
 
理 

 
排
水
対
策 
 

 
土
壌
改
良 
 

 
種
子
準
備 
 

 
基
肥 
 

 
耕
起
播
種 
 

 
除
草
剤
散
布 

     
中
耕
培
土 
 

    
中
耕
培
土 
 

       
畦
間
灌
水 
 

   
害
虫
防
除 
 

  
畦
間
灌
水 
 

   
紫
斑
病
防
除 

 
害
虫
防
除 
 

  
紫
斑
病
防
除 

 
害
虫
防
除 
 

    
害
虫
防
除 
 

            
収
穫 
 

 
乾
燥 
 

 
調
製 
 

  

 
補
助
暗
き
ょ
・
明
き
ょ
の
施
工 
 

 
苦
土
石
灰
一
〇
〇
～
一
五
〇
㎏ 
等 
 

 
紫
斑
・
褐
斑
粒
等
を
除
き
種
子
消
毒
す
る 

 
窒
素
２ 
・ 
リ
ン
酸
８ 
・ 
カ
リ
８
㎏
／
一
〇
ａ 

 
耕
起
・
播
種
は
で
き
る
だ
け
同
じ
日
に
行
う 

 
播
種
直
後
に
除
草
剤
を
土
壌
処
理
す
る 
 

     
第
２
本
葉
展
開
期
に
子
葉
節
ま
で
行
う 
 

    
第
５
本
葉
展
開
期
に
第
１
本
葉
節
ま
で
行
う 

       
開
花
後
土
が
極
端
に
乾
く
場
合
は
灌
水
す
る 

   
害
虫
の
発
生
状
況
に
よ
り
適
宜
行
う 
 

     
開
花
三
〇
日
後
害
虫
防
除
を
兼
ね
て
行
う 

   
開
花
四
〇
日
後
害
虫
防
除
を
兼
ね
て
行
う 

     
害
虫
の
発
生
状
況
に
よ
り
適
宜
行
う 
 

            
コ
ン
バ
イ
ン
は
茎
水
分
四
〇
％
以
下
が
適
期 

 
火
力
乾
燥
は
子
実
水
分
三
〇
％
以
下
で
行
う 

   

ポ 
イ 
ン 
ト 

 
基
盤
整
備
排
水
基
準
値
参
照 

    
栽
植
密
度
は
播
種
期
で
調
整 

                      
幼
莢
期
は
最
も
水
が
必
要 

    
カ
メ
ム
シ
類 
 

   
カ
メ
ム
シ
類 
 

    
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ 
 

            
汚
損
粒
の
防
止 
 

 
送
風
温
度
は
三
五
℃
以
下 

 
目
標
整
粒
歩
合
八
五
％
以
上 

 
粒
度
七
〇
％
以
上 
 

 

 

 


